
諸
団
体
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
か
ら
公
平
に
常
議
員
が
選
ば
れ
た
模
様

で
あ
る
。

聞
』）
で
あ
っ
た
。

（
同
年
七
月
十
二
日
『
国
民
新

日
本
美
術
協
会
、
大
日
本
窯
業
協
会
、
東
京
彫
工
会
、
日
本
絵
画
協
会
、
日

本
漆
工
会
、
日
本
金
工
協
会
、
日
本
美
術
院
、
明
治
音
楽
会
、
太
平
洋
画
会

（
明
治
美
術
会
解
散
後
三
十
五
年
一
月
創
立
）
、
丹
青
会
、
無
声
会
、
大
日
本
図
案

協
会
、
白
馬
会
、
日
本
図
案
会
、
彫
塑
会
、
芙
蓉
音
楽
会
、
大
日
本
園
芸
協

会
、
国
風
音
楽
会
、
建
築
学
会
、
青
年
漆
工
会
、
日
月
会
、
日
本
音
楽
会
、

美
術
同
志
会
、
同
声
会
、
日
本
画
会
、
攻
学
会
、
歴
史
風
俗
画
会
、
女
子
美

術
協
会
、
日
本
織
物
協
会
、
式
部
職
楽
友
会

か
く
て
帝
国
教
育
会
は
三
月
二
十
二
日
、
ま
さ
に
政
府
が
行
政
整
理
の
た
め

に
政
務
調
査
会
を
設
け
て
行
政
各
般
の
調
査
に
着
手
し
よ
う
と
し
て
い
る
折
り

か
ら
、
こ
の
機
に
文
部
省
に
美
術
局
を
設
け
て
美
術
の
保
護
奨
励
に
乗
り
出
す

べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
解
に
立
っ
て
「
美
術
局
設
置
に
関
す
る
建
議
案
」
を
総

理
大
臣
と
文
部
大
臣
に
提
出
し
た
。
そ
の
際
、
美
術
局
職
制
を
立
案
し
た
の
は

正
木
直
彦
で
、
そ
れ
は
、

「
美
術
赦
育
、
美
術
奨
勘
、
古
美
術
保
存
の

三
課
に

別
ち
更
に
之
を
二
十
餘
科
に
分
ち
た
る
私
案
」

し
か
し
、
政
府
、
文
部
省
の
、
美
術
局
設
置
は
急
務
に
あ
ら
ず
と
い
う
姿
勢

は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
帝
国
教
育
会
は
同
年
五
月
十
一
日
、
東
京
音
楽

学
校
で
参
加
者
三
百
数
十
名
に
よ
る
「
美
術
界
大
懇
親
会
」
を
開
き
、
気
勢
を

あ
げ
た
。
当
日
は
辻
新
次
の
懇
親
会
開
催
の
目
的
に
関
す
る
演
説
、
井
上
哲
次

郎
の
美
術
、
音
楽
の
目
的
に
関
す
る
演
説
、
湯
本
武
比
古
と
蔵
原
惟
郭
に
よ
る

美
術
館
、
音
楽
堂
建
設
計
画
の
説
明
、
正
木
直
彦
の
美
術
奨
励
法
に
関
す
る
演

説
が
あ
っ
た
（
『
教
育
公
報
』
第
二
六

0
号
。
同
年
六
月
十
五
日
）
が
、
正
木
の
演
説

小
山
正
太
郎
（
同
校
講
師
）

上
原
六
四
郎
（
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
）

は
、
商
業
立
国
で
あ
る
と
こ
ろ
の
日
本
は
そ
の
源
泉
た
る
美
術
を
保
護
奨
励
す

る
必
要
が
あ
り
、
国
に
奨
励
機
関
を
設
け
て
古
美
術
の
保
護
、
現
在
の
美
術
の

奨
励
、
将
来
の
た
め
の
施
策
と
い
う
三
様
の
業
務
、
具
体
的
に
は
古
社
寺
保
存

法
の
拡
充
と
博
物
館
等
の
整
備
、
国
立
製
造
所
の
設
置
、
最
低
年
一
回
の
国
営

展
覧
会
の
開
催
お
よ
び
優
等
作
の
買
上
げ
、
美
術
上
の
出
版
、
学
校
設
置
（
既

存
の
東
京
美
術
学
校
、
東
京
音
楽
学
校
を
さ
す
。
）
を
す
す
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

帝
国
教
育
会
の
こ
の
よ
う
な
活
動
は
美
術
行
政
の
促
進
に
関
す
る
一
般
の
関

心
を
高
め
る
効
果
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
活
動
は
日
露
戦
争
な
ど
の
た
め

に
下
火
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
戦
争
後
の
明
治
三
十
九
年
に
正
木
直
彦
ら
の

画
策
に
よ
り
再
び
大
き
く
盛
り
上
が
り
、
明
治
四
十
年
に
は
文
部
省
美
術
展
覧

会
の
開
設
と
い
う
か
た
ち
で
―
つ
の
具
体
的
進
展
を
み
る
の
で
あ
る
。

⑨

普
通
教
育
に
於
け
る
図
画
取
調
委
員
会

明
治
三
十
五
年
一
月
、
文
部
省
に
「
普
通
教
育
に
於
け
る
図
画
取
調
委
員

会
」
が
設
け
ら
れ
た
。
わ
が
国
の
図
画
教
育
史
上
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ

こ
の
委
員
会
の
委
員
長
に
は
正
木
直
彦
が
就
任
し
、
委
員
に
は
左
記
の
七
名
が

任
命
さ
れ
た
。

黒
田
清
輝
（
東
京
美
術
学
校
教
授
）

白
浜
徴
（
同
）

瀧
精
一
（
明
治
三
十
二
年
1
同
三
十
四
年
東
京
美
術
学
校
講
師）

帝
国
博
物
館
技
手
、
明
治
三
十
一
年
）

溝
口
禎
二
郎
て
同
三
十
四
年
東
京
美
術
学
校
嘱
託
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う
）
。
文
部
省
は
こ
う
し
た
対
立
を
解
消
す
る
た
め
に
、
新
た
に
図
画
教
育
の

鵜
川
俊
一
＿
一
郎
（
東
京
府
立
第
一
中
学
校
教
諭
）

こ
れ
に
つ
い
て
同
年
一
月
二
十
九
日
付
の
『
時
事
新
報
』
は
次
の
よ
う
に
伝

え
て
い
る
。

0
数
育
闘
壷
調
査
委
員
會
文
部
省
に
於
て
は
今
回
普
通
敦
育
に
於
け
る
圏

盟
の
調
査
を
為
し
適
営
な
る
同
数
課
用
書
を
編
纂
し
従
来
各
小
學
校
中
學
校

等
に
於
て
使
用
せ
る
同
数
科
用
書
中
不
備
不
完
全
な
る
者
は
桧
定
演
の
者
と

雖
も
其
使
用
を
禁
止
す
る
の
方
針
に
て
同
取
調
委
員
會
を
組
織
し
同
委
員
長

に
は
正
木
東
京
美
術
學
校
長
委
員
に
は
上
原
高
等
師
範
學
校
教
授
及
び
黒

田
、
白
濱
の
雨
美
術
學
校
教
授
を
命
じ
又
小
山
高
等
師
範
學
校
講
師
及
び
瀧

精
一
溝
口
禎
二
郎
の
雨
氏
に
は
同
委
員
を
啜
託
し
た
れ
ば
近
日
中
に
委
員
會

を
開
き
其
調
査
方
針
に
開
し
協
議
す
る
筈
な
り
と

こ
れ
に
似
た
記
事
は
同
じ
日
の
外
の
新
聞
に
も
見
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
鵜

川
俊
三
郎
の
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
鵜
川
が
の
ち
に
追
加
任
命
さ
れ

た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

委
員
会
設
置
の
目
的
は
、
右
の
記
事
に
も
あ
る
と
お
り
、
新
し
い
図
画
教
科

書
を
編
纂
し
普
及
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
言
う
と
、
当
時

の
図
画
教
育
に
は
小
山
正
太
郎
ら
の
理
念
を
背
景
と
す
る
鉛
筆
画
教
科
書
と
岡

倉
覚
三
ら
の
理
念
を
背
景
と
す
る
毛
筆
画
教
科
書
が
並
ん
で
用
い
ら
れ
、
鉛
筆

画
、
毛
筆
画
の
優
劣
論
争
が
頻
り
と
行
わ
れ
て
い
た
（
橋
本
泰
行
著
「
美
術
教
育

方
法
の
史
的
展
開
に
つ
い
て
の
研
究

m」
《
『
広
島
大
学
学
校
教
育
部
紀
要
』
第
一
部
第

七
巻
。
昭
和
五
十
九
年
》
に
よ
れ
ば
当
時
は
毛
筆
画
教
育
が
大
勢
を
占
め
て
い
た
と
い

目
標
と
方
法
を
樹
立
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
委
員
会
設
置
の
直
接
的
原
因
に
つ
い
て
は
、

「
岡
田
〔
良
平
〕
文
部
総

務
長
官
の
欧
洲
視
察
の
結
果
」
（
明
治
三
十
五
年
七
月
十
七
日
『
報
知
新
聞
』
）
で
あ

る
と
言
わ
れ
た
。
岡
田
が
ど
の
よ
う
な
見
解
を
抱
い
た
か
今
日
知
る
術
も
な
い

が
、
し
か
し
、
む
し
ろ
そ
れ
は
岡
田
と
同
行
し
た
正
木
直
彦
の
主
張
に
あ
っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
正
木
は
。ハ
リ
万
国
博
の
催
し
の
―
つ
で
あ
っ
た
各
種
の

学
術
会
議
に
出
席
し
、
特
に
第
一
回
美
術
教
育
会
議
に
黒
田
清
輝
と
と
も
に
出

席
し
て
（
本
学
附
属
図
書
館
に
明
治
三
十
五
年
正
木
直
彦
寄
贈
の
『
図
画
教
育
万
国
会

議
記
事
』
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。）
西
欧
の
美
術
教
育
の
動
向
と
美
術
教
育
の
重
要

性
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
た
。
帰
国
の
途
次
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
前
向
き

の
教
育
行
政
に
強
い
感
銘
を
受
け
た
。
そ
の
結
果
、
卒
先
し
て
図
画
教
育
改
革

に
乗
り
出
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
上
記
美
術
教
育

会
議
の
第
二
回
目
は
ス
イ
ス
の
ベ
ル
ン
で
一
九

0
四
年
に
、
第
三
回
目
は
ロ
ン

ド
ン
で
一
九

0
八
年
に
開
催
さ
れ
た
が
、
そ
の
こ
ろ
の
本
邦
常
置
会
員
は
正
木

の
み
で
あ
っ
た
（
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
六
巻
第
十
号
）
。
こ
の
こ
と
も
正

木
が
図
画
教
育
問
題
に
意
欲
を
燃
や
す
要
因
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

図
画
調
査
委
員
会
は
審
議
の
結
論
を
明
治
三
十
七
年
五
月
の
「
図
画
取
調
委

員
意
見
書
」
（
翌
年
二
月
発
行
『
図
画
教
育
』
所
載
）

と
八
月
十
五
日
付
『
官
報
』

登
載
の
報
告
書
に
発
表
し
た
。
こ
こ
で
普
通
教
育
に
お
け
る
図
画
の
目
的
は

「
物
ノ
形
相
ヲ
正
確
二
看
取
シ
且
之
ヲ
自
由
二
描
寓
ス
ル
ノ
能
ヲ
得
シ
メ
兼
テ

美
感
ヲ
養
フ
」
こ
と
と
定
め
ら
れ
、
こ
れ
と
と
も
に
図
画
科
教
授
要
目
改
正
案

と
普
通
教
育
図
画
教
員
養
成
法
、
図
画
教
室
設
備
法
等
の
案
が
示
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
結
論
に
即
し
て
、
毛
筆
画
対
鉛
筆
画
す
な
わ
ち
日
本
画
対
洋
画
と

い
う
美
術
界
に
お
け
る
対
立
の
余
弊
を
除
去
し
、
毛
筆
画
と
鉛
筆
画
と
を
新
た
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年
高
等
師
範
学
校
の
助
教
授
と
な
っ
た
。
同
校
の
図
画
教
師
は
鉛
筆
画
教
育
の

白
浜
徴
の
起
用

図
画
教
育
改
革
を
企
図
す
る
正
木
直
彦
が
そ
の
責
任
者
と
し
て
選
ん
だ
の
は

白
浜
徴
で
あ
っ
た
。
正
木
は
図
画
取
調
委
員
会
に
先
き
立
っ
て
、
明
治
三
十
四

年
十
一
月
二
十
六
日
に
高
等
師
範
学
校
助
教
授
で
あ
っ
た
白
浜
を
東
京
美
術
学

校
の
教
授
と
し
て
迎
え
、
教
員
養
成
課
程
の
指
導
を
委
ね
た
。

白
浜
は
五
島
藩
士
白
浜
久
徴
（
文
久
三
年
家
老
職
。
維
新
後
京
都
、
次
い
で
東
京

で
新
政
府
官
吏
を
つ
と
め
た
。）
の
子
と
し
て
慶
応
元
年
に
福
江
に
生
ま
れ
、
長
崎

外
国
語
学
校
、
東
京
大
学
予
備
門
（
正
木
直
彦
と
同
期
）
を
経
て
明
治
二
十
二
年

九
月
東
京
美
術
学
校
に
入
学
。
同
二
十
七
年
七
月
同
校
絵
画
科
を
卒
業
し
、
翌

⑩ 
は
こ
う
し
た
一
連
の
動
き
と
不
可
分
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

に
教
育
的
観
点
か
ら
見
直
し
て
教
育
課
程
に
取
り
込
む
と
い
う
方
針
の
も
と
に

国
定
教
科
書
『
毛
筆
画
手
本
』
『
鉛
筆
画
手
本
』
（
明
治
三
十
七
年
）
、

『
毛
筆

画
帖
』
『
鉛
筆
画
帖
』
（
同
四
十
二
年
）
、

『
新
定
画
帖
』
（
同
四
十
三
年
）
等
が
編

纂
さ
れ
、

「
教
育
的
図
画
の
時
代
」
が
到
来
す
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
委
員
会
の
結
論
の
な
か
に
は
東
京
美
術
学
校
と
の
関
係
上
、
特
に
注

目
す
べ
き
条
項
が
あ
る
。
そ
れ
は
教
員
雅
成
法
の
第
一
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る

「
特
別
養
成
所
設
置
ノ
必
要
」
で
あ
る
。
東
京
美
術
学
校
で
は
既
に
明
治
三
十

二
年
以
来
、
年
報
に
図
画
講
習
科
を
拡
張
し
て
教
員
養
成
法
を
確
立
す
る
案
を

示
し
て
い
た
が
、
三
十
四
年
度
年
報
で
は
「
図
画
教
員
養
成
科
」
と
い
う
名
称

で
、
次
い
で
正
木
校
長
就
任
後
の
三
十
五
年
度
年
報
以
降
は
「
図
画
師
範
科
」

と
い
う
名
称
で
教
員
養
成
を
目
的
と
す
る
科
の
増
設
を
文
部
省
に
要
請
し
、
明

治
四
十
年
に
は
図
画
師
範
科
が
設
置
さ
れ
る
。
「
特
別
養
成
所
設
置
ノ
必
要
」

泰
斗
小
山
正
太
郎
辞
職
後
岡
吉
寿
（
号
不
崩
。
東
京
美
術
学
校
中
退
）
が
毛
筆
画
を

教
え
、
そ
の
後
任
と
な
っ
た
の
が
白
浜
で
あ
っ
た
が
、
彼
の
教
育
法
は
東
京
美

術
学
校
の
絵
画
（
日
本
画
）
教
程
、
つ
ま
り
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
岡
倉
覚
三
ら
の
考

案
に
成
る
、
臨
画

・
写
生

・
新
案
の
三
科
目
に
絵
画
の
三
要
素
で
あ
る
線

・
濃

淡

・
色
彩
の
練
習
を
組
み
合
せ
た
教
程
を
採
り
入
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
し

い
。
彼
は
同
校
在
職
中
か
ら
尋
常
師
範
学
校

・
尋
常
中
学
校

・
高
等
女
学
校
教

員
検
定
委
員
を
つ
と
め
、
『
日
本
臨
画
帖
』
八
冊
（
三
十
年
）
、

『
日
本
臨
画
帖

教
授
法
』
（
同
年
）
、

『
高
等
小
学
日
本
臨
画
帖
』
八
冊
（
三
十
一
年
）
、
『
中
等
画

手
本
（
本
多
天
城
と
共
著
。

三
十
三
年
）
、

『
女
子
高
等
画
帖
』
（
川
端
玉
章
と
共
著
。

同
年
）
な
ど
の
著
述
が
あ
っ
た
。
オ
気
換
発
、
特
に
英
語
は
抜
群
で
あ
っ
た
と

い
わ
れ
る
。
正
木
は
白
浜
の
抜
擢
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

慮
が
明
治
三
十
四
年
に
、
私
が
嘗
校
〔
東
京
美
術
学
校
〕
に
就
職
す
る
や
う

に
な
る
こ
と
に
な
り
、
私
も
岡
甕
赦
育
に
多
少
興
味
を
持
つ
て
居
り
ま
し
た

の
で
、
白
濱
先
生
に
高
等
師
範
に
於
い
て
行
っ
て
居
た
と
は
違
っ
た
、
も
っ

と
別
な
方
法
は
な
い
も
の
か
と
言
っ
て
、
高
等
師
範
の
方
か
ら
束
て
赦
員
養

成
に
あ
た
つ
て
貰
ふ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
営
時
中
等
数
員
の
固
甕
教
育
を

奈
何
に
す
べ
ぎ
か
と
い
ふ
事
を
考
へ

、
文
部
嘗
局
に
も
進
言
し
て
、
此
の
方

面
に
同
じ
考
え
を
持
つ
者
を
糾
合
し
て
、
文
郡
省
に
圏
聾
赦
育
取
調
委
員
會

と
い
ふ
も
の
の
設
置
を
見
る
に
到
り
ま
し
た
。
此
慮
に
於
い
て
國
定
数
科
書

の
編
纂
と
も
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
漸
く
圏
霊
赦
育
を
研
究
し

や
う
と
す
る
氣
運
が
起
り
、
白
濱
先
生
も
亦
斯
道
の
研
究
に
熱
心
だ
っ
た
の

で
あ
り
ま
す
。

（
「
挨
拶
」

『
白
浜
先
生
還
暦
記
念
』
大
正
十
五
年
、
編
集
代
表
今
井
伴
次
郎
）
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